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角膜に多糖類物質の存在することは早くから知られていたが， 1953 年 Meyer， K らはワ ν角膜か
らコンドロイチン硫酸，ゴンドロイチン，ケラト硫酸の 3 種を分離している。彼らはその後気管，鼻
軟骨，軟骨などの多糖類を研究し，施光度，アノレゴーノレに対する溶解度などの相違からいわゆるコ γ
ドロイチン硫酸 A， B, C，を分離し，角膜のゴンドロイチン硫酸はAであるとしている。一方Math-
, ews， M.B. らによる多糖類の赤外線吸収スペクトノレの検討によりコンドロイチン硫酸 A， C, の差は
硫酸基がヘキソサミンの 4 位および 6 位につくことによるとされ，角膜コンドロイチン硫酸もしたが
って4-硫酸であると考えられている。また近年多糖類の生物学的作用が注目されているが，角膜にお
いても膨化，透明性の保持などに多糖類が重要な役割りを果すことが知られている o Anseth, A，ら
は種々の条件下における角膜多糖類の変動を調べるため ECTEOLA セルロースカラムによる分離を









ワ ν角膜をアセトンにより脱脂し，ペプν ンートリプν ンまたはパパインにより消化し， Sevag 法
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によって除蛋白を行ない，えられた白色粉末について，セルロースを担体とするアノレゴーノレ濃度勾配に
よるカラム， ECTEOLAセルロースカラム， Sephadex カラムを行なった。おのおのの分画物につきへ
キソース (anthrone 法)，ワロン酸 (carbazole法)，へキソナミン (Elson-Morgan 法)，硫酸(Wagner








2 ，第 3 のピークも認められた。しかし ECTEOLA セノレロースではゴンドロイチン硫酸とゴンドロ
イチン，あるいは Anseth， A. らのいう分子量差の分画は不十分であると思われる。ケラト硫酸分画
は ECTEOLA セノレロースカラムにより微量の狭雑物が除かれるほかは全部が 1 分画に溶出された。
したがって純粋な角膜ケラト硫酸はほぼ 1 種類の物質で分子量，硫酸含量などのばらつきは少ないと
判断された口また Anseth らの方法を追試して蛋白分解酵素による消化物をそのまま ECTEOLA
セノレーロースカラムにかけると酵素の作用時間，温度などの条件によりその後の分画に変動が生じる







て chondroitin 4 -sulphate と keratan sulphate の 2 種類であることを確かめた。上記のカラムに
よる分画では角膜ケラト硫酸は 1 種類の物質であった。コンドロイチン硫酸も大部分は 1 種で不飽和























置についてケラタン硫酸はヘキソナミンの 6-硫酸物，ゴンドロイチン硫酸は 4 ー硫酸物であることを
認めたD
4) カラムによる分画と超遠心解析により，以上の方法でえられた角膜多糖類はそれぞれほぼ一定の
分子量数で揃っていることを確めたD
むすび
以上により角膜に存在する酸性多糖類がケラタン糖酸 (6-硫酸物)とコンドロイチン 4-硫酸であ
ることを確認し，その化学的特性の幾っかを明らかにしたことは，角膜多糖類の意義を研究する上に
基礎的知識を与えたものと考える。
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